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よい夏休みをお過ごしください           教頭 佐藤 貴宏 

 ７月に入ってから、昇降口の近くに七夕の竹が飾られ、小・中学部の児童生徒の願い事が書かれた短

冊が下げられています。どのような願い事をしているのかな、と手に取ってみると、「自転車にたくさ

ん乗れますように。」「プールにたくさん入りたい。」「新幹線に乗りたい。」「給食をたくさん食べ

たい。」「お友達と仲良くできますように。」のように、子供たちそれぞれの“～ができるようになり

たい”“～してみたい”という願いが書かれていました。中には、「家族みんな元気でいられますよう

に。」という家族への愛情や優しさが感じられる願い事もありました。短冊の文字からは、一生懸命に

書いたり、なぞったりした様子が感じられ、私もこっそり「みんなの願い事がかないますように。」と

短冊を下げておきました。 

 童謡「たなばたさま」の歌詞には、五色の短冊とあります。調べてみると、それぞれ色に込められた

次の意味があるそうです。昔の人たちも、今の私たちと同じような願いを短冊に込めていたようです。 

 

 

 

 

 さて、７月２２日（月）から夏休みに入ります。旧暦の７月７日は、現在の暦の８月１０日に当た

り、夏休み中に迎えることになります。お盆期間を含めた長い休みとなりますので、普段ではできない

体験をしたり、家族とゆっくり過ごしたりすることで、これらの五つの願いが叶えられることを期待し

ています。 

  

目指す児童生徒像 

○ すすんで学び、考える子ども 

○ みんなとなかよくする子ども 

○ 明るく元気な子ども 

○ 自分のことは自分でする子ども 

 開校記念日 ８月３０日（水） 
 

《宮城県立金成支援学校の沿革の概要》 

 

・昭和４１年４月１日  

宮城県ほたる学園内に、金成町立沢辺小学校、沢辺中学校の分校として開校 

・昭和５３年４月１日  

宮城県立金成養護学校として独立開校 

・昭和５４年８月３０日 校舎落成 

・昭和５５年２月２０日  

校舎落成記念式典 

・平成２１年４月１日  

宮城県立金成支援学校に校名変更 

・平成２９年１２月１日  

創立４０周年記念式典 

【８月の予定】                      

２６日（月）夏休み明け全体朝会 

２８日（水）高１・２-職場施設見学 

      高３-進路講話 

３０日（金）開校記念日 

 
青：人間力を高める、徳を積む    赤：祖先や親に感謝する気持ち 

黄：人を信じ、大切に思う気持ち   白：義務や決まりを守る気持ち 

黒（紫）：学業の向上を願う気持ち 



 

 

                                  

 


